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磁石式による電話交換機は最も古いものであり、明治期の日本でも最初の
電話交換機として使われた他、小規模な構内交換機としても長く使用され
た。本機は昭和36年に製作された100回線交換機で、収容回線相互を接続
するプラグ、表示器、接続紐などが製造時の状態を保っており、メンテナ
ンスによって実働状態で保存されている。その後自動交換機からデジタル
方式へと飛躍的進化を遂げた電話交換機の最初期の構造・方式及び原理を
伝えるものとして重要である。

二－イ　（国民生活の発展、新たな生活様式の創出に顕著な役割を果たし
たもの）


